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溶解系酵素賦活説，起炎性 polypeptide 分解説， Trypsin inhi bi tor 関与説などが唱えられているに
過ぎず，その顕著な抗炎症作用を充分に説明するものはない。
著者はパイナップノレ Ananas comosus の根茎搾汁中に見出され， 抽出精製された比較的広範囲な
基質特異性と顕著な抗炎症作用を有する蛋白分解酵素 Bromelain につき， その抗炎症作用を薬理学
































また， 乙の様な抗炎症性を有する物質の出現は熱失活 Bromelain の経口投与によっても認めら










3. 活性を有する Br・omelain 及び失活 Bromelain 投与によりその接触する臓器・組織中に抗炎症性
を有する物質の出現を認め，抗炎症活性の酵素活性への非依存性及び蛋白構造上の因子への依存性
を示唆した。
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論文の審査結果の要旨
消炎剤として用いられている蛋白分解酵素のうち Bromelain を選びその作用機序について研究を
行ない， その抗炎症作用は毛細血管透過性允進抑制作用に基くもので， 局所直接作用は起炎的であ
り，更に抗炎症活性は酵素活性と無関係であること，又， Bromelain は生体内で抗炎症性物質の産生
賦活を促すことを明らかにしたもので，薬学博士の学位を授与するに適当であることをみとめる。
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